
プログラム

『体験交流型観光による地域振興』

１．体験交流型観光が求められている背景

・日本の社会情勢

世界でも豊かなはずの日本は、フリーター、ニー

ト、自殺者、凶悪な殺人事件、また学校ではいじ

め、不登校、自殺など教育現場でも問題となって

きている。本当の豊かさとは何かが問われている。

それは「心の豊かさ」であり今までの物質文化の

発展を認めつつも精神文化の更なる高揚をめざす

ことである。精神文化とは「人間が人間らしく生

きる」すなわち人間と自然とのかかわり、人と人

とのかかわりを大切にすることである。人々が真

の豊かさは「心の豊かさ」であると気付いた今、

その豊かな自然と素朴で人情厚い人々こそが掛け

替えのない地域資源である。つまり地域の人々が

もつ教育力（生業・技・匠・趣味・生き様）を体

験交流の素材とすることである。

２．文部科学省の新施策のひとつとして

道徳教育や体験学習を通じて問題を未然に除去す

ると発表された。つまり、心の教育に力を入れる

ということである。

３．求められている「ほんもの体験学習」とは

＝ほんものの体験には、ほんものの感動がある＝

・体験の場がわざわざ設けられたものではなく、あ

りのままの自然や暮らしの営みの中で行われなけ

ればならない。

・プログラムは、その土地の自然、生活、産業、歴

史、文化に根ざしたものでなくてはならない。

・体験型観光、体験学習のねらいを見誤ってはいけ

ない。体験が目的ではなく、人と人との交流から

お互いが高まることである。それが心の豊かさを

求める旅であり、教育の向う方向でもある。

４．農林漁家民泊の推進について

・農山漁村での暮らしは大変である。しかしそこに

は豊かな自然があり、心豊かな田舎の暮らしがあ

る。

・農家や漁家に滞在し、作業を手伝い、家のまわり

で採れた野菜や山菜、川や海で獲れた魚などの地

域食材で作る田舎料理を学ぶ。

・祖父母の年代とコミュニケーションが生まれ、家

庭の団欒を味わう。

・生活の全く異なる体験をすることから地域の人々

の生き様や、食生産を担う農山漁村の役割を理解

し自らの生活や家庭や生き方を省みる機会となっ

てほしい。

・お客様ではなく家族の一員として迎え、親子や家

族という当たり前にあるべき人と人との関係を再

確認し、家族の温もりや絆を胸に刻みこんでほし

い。

・食生産の現場である田舎は食育、食農教育、漁食

振興の現場である。

・理念ある民泊の教育効果は大きく、誘客の鍵とな

る。

５．家業体験（生活体験）プログラムの推進

・体験は準備から片付けまで全て参加者と共に行う。

・体験者はその体験だけでなく、その背景にある歴

史やいわれ、苦労など全体の流れの中で自分がど

の部分を体験しているのかなど田舎暮らしを体と

心で感じてもらう。

・いい加減な作業の仕方を見受けたら注意してやり

直しをさせるなど体験そのものが農村に生きる者

の生業であることを体験を通じて伝える。

・作業の目的をしっかりつかまえて 収穫の喜び、

達成感をもたせる。

・汗を流して働き、協力することの大切さを学ばせ

たい。

以上の理念のもと体験プログラムに関わり指導する

のは、地域に暮らす人々であり、体験を通した交流は

様々な感動を呼びお互いに心高まる機会となるよう願っ

ている。この事業の担い手は高齢者が多く、生きがい

にもなり、意欲と能力があれば何歳であっても国を支

える側にまわれるのである。

地域にもたらす影響は、地域外貨獲得と地域内消費

による経済効果と、受け手側が元気をいただき、やり

がい、生き甲斐、誇りが生まれるなど精神効果があり、

地域の活性化から地位振興につなげていきたい。

修学旅行、体験学習、企業研修などに地域が一丸とな

り教育効果の高い体験プログラムを提供し、旅の目的

づくりを更に進め未来へとつなげる小さな町の挑戦で

す。
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米山奨学委員会 古谷典子委員長
・本日配布の会報に掲載しておりますが､あらためて

9月1日に行われました委員長会議の報告を致します。


